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国
定
読
本
の
言
葉

飛
田
良
文

（
言
語
変
化
研
究
部
長
）

一．

目
的

　
国
定
読
本
と
は
明
治
三
七
年
四
月
か
ら
昭
和
二
四
年
三
月
ま
で
の
四
五
年
間
使
用
さ
れ
た
文
部
省
著
作

の

小
学
校
用
の
国
語
教
科
書
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
国
定
読
本
の
用
語
は
、
現
代
日
本
語
の
成
立
過
程
に

お
い
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
り
ど
ん
な
役
割
を
は
た
し
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

二
．
言
語
資
料
と
し
て
の
国
定
読
本

国
定
読
本
は
第
一
期
～
第
六
期
ま
で
六
種
あ
り
、

第
一
期

第
二
期

第
三
期

第
四
期

第
五
期

第
六
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

各
期
に
お
い
て
修
正
が
行
わ
れ
た
。

明
治
三
七
年
よ
り
使
用
「
尋
常
小
学
読
本
」
　
（
イ
エ
ス
シ
読
本
と
俗
称
）
巻
一
～
巻
八

明
治
四
三
年
よ
り
使
用
「
尋
常
小
学
読
本
」
　
（
ハ
タ
タ
コ
読
本
と
俗
称
）
巻
一
～
巻
一
二

大
正
七
年
よ
り
使
用
「
尋
常
小
学
国
語
読
本
」
　
（
ハ
ナ
ハ
ト
読
本
と
俗
称
）
巻
一
～
巻
［
二

昭
和
八
年
よ
り
使
用
「
小
学
国
語
読
本
」
　
（
サ
ク
ラ
読
本
と
俗
称
）
巻
一
～
巻
一
二

昭
和
一
六
年
よ
り
使
用
「
ヨ
ミ
カ
タ
」
一
～
二
、
　
「
よ
み
か
た
」
三
～
四
、

　
r
初
等
科
国
語
」
一
～
八
（
ア
サ
ヒ
読
本
と
俗
称
）

昭
和
二
二
年
よ
り
使
用
「
こ
く
ご
」
一
～
四
、
「
国
語
」
第
三
学
年
（
上
下
）
、

　
第
四
～
六
学
年
（
各
上
中
下
）
　
（
み
ん
な
い
い
こ
読
本
と
俗
称
）

三
．
国
定
読
本
の
用
語
に
つ
い
て
の
編
集
方
針

　
こ
の
読
本
の
使
用
に
あ
た
っ
て
文
部
省
は
編
纂
趣
意
書
を
公
に
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
第
一
期
に
お

い
て

国
語
の
統
l
と
い
う
基
本
的
な
目
標
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

　
　
文
章
ハ
ロ
語
ヲ
多
ク
シ
、
用
語
ハ
主
ト
シ
テ
東
京
ノ
中
流
社
会
二
行
ハ
ル
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
、
カ
ク
テ

　
　
国
語
ノ
標
準
ヲ
知
ラ
シ
メ
、
其
統
一
ヲ
図
ル
ヲ
努
ム
ル
ト
共
二
、
出
来
得
ル
丈
児
童
ノ
日
常
使
用
ス

　
　
ル
言
語
ノ
中
ヨ
リ
用
語
ヲ
取
リ
テ
、
談
話
及
綴
リ
方
ノ
応
用
二
適
セ
シ
メ
タ
リ
（
第
二
章
形
式
）

と
述
べ
て
お
り
、
　
「
東
京
ノ
中
流
社
会
二
行
ハ
ル
ル
モ
ノ
ヲ
取
リ
」
　
「
談
話
及
綴
リ
方
ノ
応
用
二
適
セ
シ

メ
タ
リ
」
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
。
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
と
、
両
方
の
標
準
を
示
す
こ
と
を
意
図
し

て

い

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

　
　
模
範
語
ハ
一
般
児
童
ノ
目
撃
シ
得
ル
玩
具
、
日
用
ノ
器
具
、
動
植
物
ナ
ト
ノ
中
ニ
テ
教
育
的
価
値
ア

　
　
ル
モ
ノ
ヲ
選
択
セ
リ
但
シ
名
称
ノ
発
音
ト
表
記
ス
ヘ
キ
文
字
ト
ノ
合
一
セ
サ
ル
モ
ノ
又
ハ
地
方
ニ
ョ

　
　
リ
テ
名
称
ヲ
異
ニ
ス
ル
モ
ノ
等
ハ
成
ル
ヘ
ク
之
ヲ
避
ケ
タ
リ
（
第
三
章
第
一
項
材
料
ノ
選
択
）

と
述
べ
、
今
日
の
標
準
語
を
模
範
語
と
呼
ん
で
い
る
。

　
第
二
期
の
編
纂
趣
意
書
で
は
、

　
　
口
語
ハ
略
東
京
語
ヲ
以
テ
標
準
語
ト
セ
リ
0
但
シ
東
京
語
ノ
説
音
・
卑
語
ト
認
ム
ル
モ
ノ
ハ
固
ヨ
リ
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之

ヲ
採
ラ
ズ
。
例
ヘ
バ
ヒ
ラ
ツ
タ
イ
ト
イ
ハ
ズ
シ
テ
ヒ
ラ
タ
イ
ト
イ
ヒ
、
イ
イ
天
気
ヲ
採
ラ
ズ
シ
テ

　
　
ヨ
イ
天
気
ヲ
採
レ
ル
ガ
如
シ
。
国
語
読
本
ハ
一
方
二
於
テ
国
語
統
［
ノ
実
効
ヲ
挙
ゲ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ

　
　
ナ

レ
バ
、
教
授
者
ハ
成
ル
ベ
ク
読
本
ノ
言
語
二
熟
シ
テ
、
誰
音
及
ビ
方
言
ヲ
匡
正
ス
ル
ノ
覚
悟
ナ
カ

　
　
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

と
述
べ
、
東
京
語
を
標
準
語
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
現
実
の
東
京
語
は
口
語
は
「
未
ダ
確
乎
タ
ル
標

準
ヲ
得
ズ
」
と
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
然
レ
ド
モ
我
ガ
ロ
語
ハ
確
乎
タ
ル
標
準
ヲ
得
ズ
、
社
会
ノ
階
級
尊
卑
等
二
於
テ
、
又
ハ
児
童
ノ
男
女

　
　
間
二
於
テ
モ
特
殊
ノ
言
語
ア
ル
ヲ
以
テ
、
学
校
用
読
本
ト
シ
テ
ハ
純
然
タ
ル
自
然
的
言
語
ヲ
写
ス
コ

　
　
ト
能
ハ
ザ
ル
憾
勘
シ
ト
セ
ズ
。

　
第
三
期
の
編
纂
趣
意
書
に
は
、

　
　
用
語
ハ
其
ノ
選
択
ノ
方
針
従
来
ト
更
二
異
ナ
ル
所
ナ
シ
。
タ
ダ
対
話
二
於
イ
テ
一
層
長
幼
尊
卑
ノ
別

　
　

ヲ
明
ラ
カ
ニ
シ
テ
、
日
常
口
語
ノ
実
際
二
近
ヅ
カ
シ
メ
ン
コ
ト
ヲ
期
セ
ル
ノ
差
ア
ル
ノ
ミ
。

と
記
さ
れ
て
お
り
、
用
語
に
つ
い
て
の
方
針
が
一
貫
し
て
い
る
。

　
第
四
期
の
編
纂
趣
意
書
に
は
用
語
に
つ
い
て
の
記
述
は
な
い
が
、
編
集
を
担
当
し
た
井
上
赴
の
「
国
定

読
本
の
編
集
」
に

　
　
児
童
の
生
き
た
言
語
表
現
に
出
発
し
た
サ
ク
ラ
読
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
吉
岡
読
本
が
打
ち
た
て
、

　
　
芳
賀
読
本
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
標
準
語
は
、
サ
ク
ラ
読
本
に
お
い
て
も
厳
格
に
守
る
こ
と
に
つ
と

　
　
め

ま
し
た
。
八
波
読
本
に
は
、
表
現
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
た
め
に
、
対
話
中
、
特
に
方
言
ら
し
い
言
い

　
　
ま
わ
し
も
用
い
て
あ
り
ま
す
が
、
サ
ク
ラ
読
本
は
絶
対
に
そ
う
い
う
も
の
を
排
し
ま
し
た
。

と
述
べ
て
お
り
、
標
準
語
の
方
針
は
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
口
語
の
用
語
が
す
べ
て
標
準
語
で
あ
る
こ
と
を
期
し
た
サ
ク
ラ
読
本
は
、
言
語
教
育
の
上

か

ら
も
注
目
さ
れ
、
N
H
K
は
学
校
放
送
を
計
画
し
、
ラ
ジ
オ
を
通
し
て
正
し
い
標
準
語
の
放
送
を
全
国

に

流
し
た
。

　
第
五
期
に
は
編
纂
趣
意
書
は
作
成
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
N
H
K
で
監
修
官
が
放
送
し
た
編
纂
趣
旨
「
国

民
科
国
語
「
ヨ
ミ
カ
タ
」
編
纂
趣
旨
（
二
D
」
に

　
　
こ
の
「
コ
ト
バ
ノ
ケ
イ
コ
」
を
編
纂
し
た
方
針
を
い
ふ
と
、
　
（
中
略
）
初
等
科
第
一
学
年
、
第
二
学

　
　
年
の
児
童
に
は
、
特
に
国
語
の
作
業
を
重
視
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
児
童
の
生
活
語
の
発
音
訓
練

　
　
で
あ
る
と
か
、
標
準
語
の
訓
練
で
あ
る
と
か
、
文
字
語
彙
の
習
得
で
あ
る
と
か
、
あ
る
ひ
は
、
話
し

　
　
方
や
書
き
方
の
修
練
と
い
ふ
こ
と
を
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
。
第
五
期
の
編
集
課
長
井
上
赴
は
第
五
期
の
特
色
を
、

　
　
国
民
学
校
の
国
語
に
つ
い
て
申
し
ま
す
。
　
（
中
略
）
こ
れ
ら
は
大
体
サ
ク
ラ
読
本
の
編
集
の
延
長
で

　
　
あ
り
ま
し
た
。
　
（
中
略
）
実
は
「
話
し
方
j
が
法
規
的
に
定
ま
っ
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
　
（
中
略
）

　
　
在
来
久
し
く
実
際
指
導
に
も
り
上
げ
つ
つ
あ
っ
た
言
語
の
主
張
、
標
準
語
か
ら
進
ん
で
醇
正
言
語
と

　
　
い
っ

た
考
え
方
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
正
シ
イ
　
コ
ト
バ
ガ
、

12
－



　
　
　
　
キ
レ
イ
ナ
　
コ
ト
バ
ガ
、

　
　
　
　
日
本
中
ニ
　
キ
コ
エ
マ
ス
。
　
（
ヨ
ミ
カ
タ
ニ
）

　
　
と
い
う
韻
文
が
、
そ
の
精
神
を
う
た
っ
て
い
ま
す
。
．
「
話
し
方
」
を
中
心
と
し
て
、
音
声
言
語
．

　
　
文
字
言
語
と
か
、
あ
る
い
は
、
話
し
こ
と
ば
、
書
き
こ
と
ば
と
い
っ
た
主
題
が
論
議
、
研
究
の
対
象

　
　
と
な
り
、
ま
た
、
国
民
学
校
教
育
と
結
ん
で
、
　
「
躾
の
こ
と
ば
」
も
世
に
主
唱
さ
れ
ま
し
た
。

と
記
し
て
い
る
。
標
準
語
か
ら
進
ん
で
醇
正
言
語
と
い
う
概
念
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
井
上
は
続
け
て
、

　
　
各
教
師
用
書
の
巻
末
に
、
す
べ
て
の
教
材
を
片
仮
名
書
と
し
て
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
し
た
の
は
、
醇
正

　
　
国
語
の
立
場
か
ら
で
、
い
わ
ば
吉
岡
読
本
以
来
打
ち
立
て
ら
れ
た
標
準
語
教
育
の
極
点
に
達
し
た
も

　
　
の
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

と
記
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
時
か
ら
、
国
語
の
教
師
用
書
も
編
集
さ
れ
、
　
「
ラ
ジ
オ
ノ
コ
ト
バ
」
の
課
に

つ
い
て
海
外
放
送
に
ふ
れ
、

　
　
更
に

満
州
、
支
那
を
始
め
、
世
界
各
国
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
る
海
外
放
送
は
、
国
語
の
海
外
進
出
の

　
　
一
翼
を
な
す
も
の
で
、
世
界
に
進
出
す
る
国
語
の
現
状
と
、
東
亜
共
栄
圏
の
共
通
語
を
以
て
任
ず
る

　
　
国
語
の
将
来
を
想
ふ
時
、
本
教
材
の
重
要
が
い
よ
い
よ
痛
感
せ
ら
れ
る
。
即
ち
ラ
ジ
オ
ノ
コ
ト
バ
に

　
　
日
本
語
の
世
界
的
発
展
と
国
運
の
進
展
が
象
徴
せ
ら
れ
て
ゐ
る
と
み
る
べ
き
教
材
で
あ
る
。

と
述
べ
て
お
り
、
　
「
共
通
語
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
第
六
期
の
学
習
指
導
要
領
に
は
、
　
「
聞
く
こ
と
、
話
す
こ
と
、
読
む
こ
と
、
つ
づ
る
こ
と
」
の
四
つ
の

言
語
活
動
を
眼
目
と
し
て
、
能
力
の
発
達
を
は
か
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
に
、
　
「
な
る
べ
く
、
方
言
や
、

な
ま
り
、
舌
も
つ
れ
を
な
お
し
て
、
標
準
語
に
近
づ
け
る
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
第
一
期
か
ら
六
期
ま
で
一
貫
し
て
い
る
の
は
、
標
準
語
の
提
示
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ

れ

は
東
京
語
で
あ
っ
た
。

四
．
国
定
読
本
の
用
語
は
標
準
語
か

　
「
標
準
語
」
と
い
う
用
語
を
初
め
て
用
い
た
の
は
岡
倉
由
三
郎
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
次
に

標
準
語
に

つ
い
て
論
じ
た
の
は
上
田
万
年
で
、
明
治
二
八
年
「
標
準
語
に
就
き
て
」
を
『
帝
国
文

学
』
創
刊
号
に
発
表
し
、
　
「
標
準
語
」
の
定
義
を
提
示
し
た
。

　
　
予
の
菰
に
い
ふ
標
準
語
と
は
、
英
語
の
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
ラ
ン
グ
エ
ー
ヂ
」
独
乙
語
の
「
ゲ
マ
イ
ン
ス
フ
ラ
ー
へ
」
の
事
に
し
て
’

　
　
も
と
一
国
内
に
話
さ
れ
居
る
言
語
中
に
て
’
殊
に
一
地
方
一
部
の
人
々
に
の
み
限
り
用
ゐ
ら
る
・
、
所
謂
方
言
な
る
者
と
は
事
か
は
り
、

　
　
全
国
内
到
る
庭
、
凡
て
の
場
処
に
通
じ
て
’
大
抵
の
人
々
に
理
解
せ
ら
る
べ
き
効
力
を
有
す
る
も
の
を
云
ふ
、
猶
　
層
簡
単
に
い
へ
ば

　
　
標
準
語
と
は
一
国
内
に
模
範
と
し
て
用
ゐ
ら
る
・
言
語
を
い
ふ
。

　
明
治
三
五
年
三
月
二
四
日
国
語
調
査
委
員
会
の
官
制
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
調
査
方
針
の
一
つ
と
し
て

「
方
言
ヲ
調
査
シ
標
準
語
ヲ
選
定
ス
ル
コ
ト
」
が
決
議
さ
れ
、
標
準
語
の
問
題
は
一
般
に
受
け
入
れ
ら
れ
、

普
及
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
異
説
が
提
出
さ
れ
る
の
は
太
平
洋
戦
争
後
で
昭
和
二
一
二
年
標
準
語
と

共
通
語
と
を
区
別
し
、
話
し
言
葉
と
書
き
言
葉
に
標
準
語
を
認
め
る
新
し
い
考
え
方
が
誕
生
し
た
。
こ
の

提
案
は
岩
淵
悦
太
郎
で
、
国
立
国
語
研
究
所
報
告
2
『
言
語
生
活
の
実
態
』
　
（
昭
和
二
六
年
刊
）
に
「
共
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通
語
」
と
は
「
全
国
ど
こ
で
で
も
通
ず
る
よ
う
な
言
葉
」
、
標
準
語
と
は
、
　
「
な
ん
ら
か
の
方
法
で
国
と

し
て
制
定
さ
れ
た
規
範
的
な
言
語
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
立
場
は
、
国
語
学
会
編
『
国
語
学
大
辞

典
』
　
（
柴
田
武
執
筆
）
に
受
け
つ
が
れ
て
い
る
。

　
標
準
語
を
①
国
と
し
て
制
定
し
た
言
語
②
規
範
的
な
言
語
と
定
義
す
る
と
、
国
定
読
本
の
用
語
は
、
こ

の

二
つ
の
条
件
を
み
た
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
一
期
イ
エ
ス
シ
読
本
は
文
部
省
図
書
課
で
編
集
さ
れ
た
が
、
第
二
期
ハ
タ
タ
コ
読
本
は
教
科
用
図
書

調
査
委
員
会
で
行
わ
れ
た
。
第
二
期
ハ
タ
タ
コ
読
本
の
編
纂
趣
意
書
に
は
、

　
　
明
治
四
十
［
年
九
月
教
科
用
図
書
調
査
委
員
会
ノ
官
制
発
布
セ
ラ
レ
、
尋
デ
委
員
ノ
任
命
ア
リ
、
国
語
読
本
ノ
編
纂
ハ
本
会
第
三
部
ノ

　
　
手
二
移
レ
リ
e
第
三
部
二
於
テ
起
草
委
員
ヲ
命
ゼ
ラ
レ
タ
ル
ハ
委
員
文
学
博
士
芳
賀
矢
一
・
委
員
乙
竹
岩
造
・
委
員
三
土
忠
造
ノ
三
名

　
　
ニ
シ
テ
’
外
二
高
野
辰
之
ハ
起
草
委
員
補
助
ト
シ
テ
、
明
治
三
十
七
年
四
月
以
後
使
用
シ
タ
ル
国
定
読
本
及
ピ
三
十
七
年
以
後
文
部
省

　
　

内
ニ
テ
起
稿
セ
シ
修
正
原
本
ヲ
基
礎
ト
シ
、
同
年
十
月
ヨ
リ
新
読
本
ノ
編
輯
二
着
手
セ
リ
。
カ
ク
テ
一
巻
成
ル
毎
二
部
会
ノ
修
正
ヲ
経
、

　
　
更
二
総
会
二
提
出
シ
テ
可
決
セ
ラ
レ
タ
ル
モ
ノ
、
即
チ
尋
常
科
用
全
部
十
二
巻
ニ
シ
テ
、
第
十
二
巻
ノ
総
会
ヲ
通
過
セ
シ
バ
四
十
二
年

　
　
＋
1
月
ノ
初
旬
ナ
リ
キ
。
（
第
一
章
）

と
記
さ
れ
て
お
り
、
ハ
タ
タ
コ
読
本
［
二
巻
は
一
巻
毎
に
部
会
の
修
正
を
経
、
総
会
に
提
出
し
て
可
決
し

た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
委
員
会
は
文
部
大
臣
の
監
督
に
属
し
小
学
校
の
修
身
、
歴
史
、
国
語
の
教
科
用
図
書
を
調
査
稟
議

し
、
ま
た
そ
の
他
の
教
科
用
図
書
の
調
査
を
行
う
機
関
で
あ
っ
た
。
会
長
、
副
会
長
ほ
か
委
員
三
四
名
に

よ
っ
て
総
会
と
部
会
が
構
成
さ
れ
、
総
会
は
「
編
纂
二
関
ス
ル
大
体
ノ
主
義
方
針
、
部
ノ
主
査
ヲ
経
タ
ル

図
書
ノ
確
定
」
、
部
会
は
委
員
中
か
ら
選
任
さ
れ
た
主
査
委
員
が
、
第
一
部
r
修
身
」
、
第
二
部
「
歴
史
」
、

第
三
部
「
国
語
」
を
分
担
し
、
各
部
に
お
け
る
「
編
纂
二
関
ス
ル
要
旨
、
起
草
員
ノ
起
草
シ
タ
ル
図
書
ノ

審
査
」
を
任
務
と
し
た
。

　

こ
の
教
科
用
図
書
調
査
委
員
会
は
大
正
九
年
五
月
、
教
科
書
調
査
会
に
改
組
さ
れ
、
昭
和
一
六
年
に
は

さ
ら
に
教
科
用
図
書
調
査
会
（
g
u
和
l
1
l
年
一
月
廃
止
）
へ
と
つ
づ
い
た
。
そ
こ
で
編
纂
趣
意
書
の
「
口

語
ハ
略
東
京
語
ヲ
以
テ
標
準
語
ト
セ
リ
」
と
い
う
決
定
と
、
教
科
用
調
査
委
員
会
の
官
制
及
び
そ
の
総
会

で
の

可
決
と
い
う
事
実
か
ら
、
国
定
読
本
の
用
語
は
標
準
語
に
相
当
す
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
実
質
的
に
、

第
二
期
以
降
と
同
じ
影
響
力
を
持
っ
た
第
一
期
イ
エ
ス
シ
読
本
か
ら
国
定
教
科
書
の
用
語
は
標
準
語
と
呼

ぷ

こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

五
．
国
定
読
本
の
用
語
は
ど
の
階
層
の
東
京
語
を
反
映
し
て
い
る
か

　
国
定
読
本
に
使
用
さ
れ
て
い
る
東
京
語
は
、
第
一
期
の
編
纂
趣
意
書
に
は
「
中
流
社
会
二
行
ハ
ル
ル
モ

ノ
」
　
「
児
童
ノ
日
常
使
用
ス
ル
言
語
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
岡
野
久
胤
は
「
標
準
語
に
就
き
て
」
　
（
明

治
三
五
年
八
月
一
〇
日
「
言
語
学
雑
誌
」
第
三
巻
第
二
号
）
の
中
で
、
長
袖
社
会
と
熊
八
社
会
、
官
吏
社

会
と
商
人
社
会
の
言
葉
を
比
較
す
る
と
、
「
正
に
一
方
言
と
他
方
言
の
差
異
は
確
に
認
む
る
こ
と
」
が
で

き
る
と
い
う
。
そ
の
例
と
し
て
、

　
　
私
に
も
、
そ
れ
を
下
ざ
い
　
　
　
　
　
通
用
語

　
　
あ
た
い
に
も
、
そ
れ
、
を
お
く
ん
な
　
　
　
男
児－
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私
に
も
、
そ
れ
、
を
頂
戴
な

　
　
私
に
も
、
そ
れ
、
頂
戴
よ

　
　
僕
に
も
、
そ
れ
、
呉
れ
給
へ

　
　
わ

し
に
も
、
そ
れ
、
く
ん
ね
い

を
挙
げ
て
い
る
。

一
般
に
通
用
す
る
言
語
、

　
　

女
児

芸
妓
社
会

書
生
社
会

職
人
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
そ

し
て
r
言
文
一
致
の
採
る
べ
き
標
準
語
は
敦
な
り
や
と
言
へ
ば
、
此
東
京
の
各
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
中
流
社
会
の
男
子
の
言
葉
を
採
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
「
中
流
社
会
の

男
子
の
言
葉
」
が
標
準
語
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ

こ
で
、
一
人
称
、
二
人
称
に
つ
い
て
第
一
期
国
定
読
本
と
、
そ
れ
に
先
行
す
る
国
語
教
科
書
に
つ
い

て

み

る
と
表
1
の
よ
う
に
な
る
。
，

衷1，人称代名詞

二人称 一 人称

君貴そ汝おあ
　殿な　まな
　　た　へた

朕予拙おわわわ
　　者のれたた
　　　れ　　しく
　　　　　　し

文尋明
部常治
省小二
編学o
輯読年
局本

おあ お　　　　　　わわ 坪国明
まな れ　　　　　　たた 内語治
へた しく 雄読三

し 蔵本三
年

き　　　　おあ ぽ　　　　　　　　　わ 文尋明
み　　　　まな く　　　　　　　　　た 部常治

へた く 省小三
し 学七

読年
本

江
戸
末
期
の
代
名
詞
の
用
法
を
S
・
R
’
t
r
x
t
p
t
ウ
，
X
の
C
o
l
l
o
q
u
i
a
l
　
J
a
p
a
n
e
s
e
　
1
8
6
3
で
み
る
と
、
　
「
わ

た
く
し
」
と
「
あ
な
た
」
は
武
士
階
級
が
目
上
に
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
E
・
M
・
サ
ト
ウ
の
K
u
a
i
w
a

Hen
　
1
8
7
3
に
よ
る
と
、
「
ボ
ク
」
　
S
S
t
u
d
e
n
t
（
書
生
）
の
言
葉
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
使
用
者
は
藩
校

に

通
っ
た
武
家
の
子
弟
な
の
で
あ
る
。

六
．
国
定
読
本
の
用
語
の
は
た
し
た
役
割

　
1
．
ゆ
れ
の
統
1
r
　
（
u
x
準
の
決
定
）

　
r東
京
」
に
つ
い
て
は
、
明
治
初
年
か
ら
「
と
う
け
い
」
（
漢
音
読
み
）
と
r
と
う
き
ょ
う
」
（
呉
音
読
み
）

と
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

　
　
「
と
う
け
い
」
の
用
例
は
、

　
　
　
　
め
い
ち
　
　
か
う
ご
の
と
し
　
　
　
ち
ウ
う
や
う
さ
う
た
ん
と
う
け
い
あ
さ
く
さ
す
　
わ
ち
よ
う
　
へ
う
こ
だ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
と
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
は
く

　
　

明

治
三
庚
午
歳
九
月
重
陽
早
旦
東
京
浅
草
諏
訪
街
の
氷
狐
堂
に
碇
泊
の
間
（
仮
名
垣
魯
文
「
西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
初
編
上
’
序
、
明
治
三
年
）

　
　
　
　
い
ま
と
う
け
い
　
か
へ

　
　

今
東
京
へ
帰
つ
て
き
て
見
る
と
（
仮
名
垣
魯
文
「
安
愚
楽
鍋
」
明
治
四
～
五
年
）

　
　
　
　
　
と
う
け
い
　
　
　
ざ
い
ニ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
り

　
　

東
京
に
在
勤
の
そ
の
折
に
（
久
保
田
彦
作
「
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
）

　
　
　
　
と
う
け
い
　
え
ど
　
ま
を

　
　

ま
だ
東
京
を
江
戸
と
申
し
ま
し
た
頃
（
三
遊
亭
円
朝
「
雄
牝
丹
燈
籠
』
明
治
一
七
年
）

　
　
　
　
よ
ん
ざ
う
　
　
　
　
　
と
う
け
い
　
　
ゐ
　
　
　
を
　
ぢ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
と
　
　
ひ
さ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と

　
　

文
三
だ
け
は
東
京
に
居
る
叔
父
の
許
へ
引
取
ら
れ
る
事
に
な
り
（
長
谷
川
二
葉
亭
「
浮
雲
」
明
治
二
〇
年
）

　
　
　
　
　
い
ま
　
と
う
け
い
　
む
か
し
　
む
さ
し
の

　
　

あ
r
今
の
東
京
、
昔
の
武
蔵
野
。
（
山
田
美
妙
「
武
蔵
野
」
明
治
二
一
年
）

　
　
　
と
う
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
の
の
ち

　
　

東
京
へ
帰
っ
た
や
ら
、
其
後
音
沙
汰
な
し
。
（
幸
田
露
伴
r
風
流
仏
」
明
治
二
二
年
）

　
　
　
と
う
け
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
だ
ん

　
　

東
京
と
い
ふ
こ
と
ろ
は
油
断
の
な
ら
ぬ
所
の
よ
し
な
れ
ば
（
幸
田
露
伴
「
い
さ
な
と
り
」
明
治
二
四
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－
1
5
－



　
　
　
一
方
、
「
と
う
き
よ
う
」
の
方
も
、

　　　蟹
の
露
の
轡
ぎ
て
あ
つ
・
整
冠
の
癬
を
膏
や
ア
（
雀
三
西
洋
道
中
膝
栗
毛
」
西
璽
明
治
三
λ
年
）

　
　
　
　
　
　
　
と
う
ニ
や
う

　
　
　
ま
た
東
京
へ
帰
り
浅
草
本
郷
と
捜
し
ま
し
た
が
（
三
遊
亭
円
朝
『
英
国
孝
子
之
伝
」
明
治
一
八
年
）

　
　
　
　
　
お
お
え

　
　
　
　
　
　
ど
　
　
　
み
ゃ
こ
　
　
　
　
　
　
と
う
ニ
や
う

　
　
　
大
江
戸

の
。
都
も
い
つ
か
東
京
と
。
（
坪
内
遣
遙
『
当
世
書
生
気
質
」
明
治
一
八
年
）

　
　
　
鵬塾
四
藁
り
の
劇
鴫
ハ
辰
に
鑑
の
罵
と
な
り
（
末
広
鉄
腸
「
雪
中
梅
蒜
治
一
九
年
）

　
　
　撰
曇
暮
へ
る
ハ
燕
ピ
三
義
ふ
塞
の
難
な
れ
バ
（
服
部
誠
；
春
告
鳥
」
明
治
二
。
年
）

　
　
　
と
う
き
や
う
よ
こ
は
ま
か
ん
　
ニ
し
や
　
の

　
　
　
東

京
横
浜
間
の
汽
車
に
乗
り
（
末
広
鉄
腸
「
唖
之
旅
行
」
明
治
二
四
年
）

　
の
よ
う
に
明
治
初
年
か
ら
並
び
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
こ
へ
「
イ
エ
ス
シ
読
本
」
が
振
り
仮
名
に
「
ト
ー
キ
ョ
ー
」
「
と
ー
き
よ
ー
」
－
を
採
用
し

　
た

こ
と
は
、
読
み
方
を
統
一
す
る
上
で
決
定
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
と
コ
さ
よ
き
　
　
　
　
　
　
て
ん
ち
よ
コ
せ
つ

　
　
　
『東
京
　
で
は
’
天
長
節
　
に
、
て
ん
の
ー
へ
い
か
　
が
、
へ
い
た
い
　
を
　
あ
つ
め
て
、
ご
ら
ん
に
な
る
。
』
と
、
お
は
な
し
な
さ

　
　
　
れ
た
で
せ
う
。
（
巻
四
1
2
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
ト
　
キ
ヨ
　

　
　
　
東
京
ハ
　
キ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ノ
ア
ル
ト
コ
ロ
　
デ
、
日
本
デ
、
イ
チ
バ
ン
、
ニ
ギ
ヤ
カ
ナ
ト
コ
ロ
　
デ
ス
。
（
巻
四
1
4
ペ
ー

　
　
　
ジ
）

　
　
　
ト
ト
キ
ヨ
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ン
ザ
ド
ホ
リ

　
　
　
東
京
　
ニ
ハ
、
マ
タ
、
銀
座
通
ト
イ
フ
、
ニ
ギ
ヤ
カ
ナ
　
ト
ホ
リ
　
ガ
　
ア
リ
マ
ス
。
（
巻
四
1
6
ペ
ー
ジ
）

　

2
．
ゆ
れ
の
統
1
2
（
標
準
の
変
更
）

　
　
　
「
電
報
を
か
け
る
」
と
い
う
言
い
方
は
、
今
日
か
ら
見
る
と
不
自
然
で
あ
る
が
、
ご
く
一
般
的
な
用
法
で
あ
っ
た
ら
し
い
e

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ぼ
う
　
　
か
さ

　
　
　

今
朝
東
京
か
ら
叔
父
が
急
病
と
申
す
こ
と
で
、
電
報
が
掛
り
ま
し
た
（
末
広
鉄
腸
「
雪
中
梅
」
明
治
一
九
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ぽ
う
か

　
　
　

園
枝
、
直
ぐ
電
報
懸
け
さ
せ
ろ
！
　
関
に
直
ぐ
帰
れ
と
言
つ
て
e
　
（
小
栗
風
葉
「
青
春
」
明
治
三
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ぼ
う
　
　
　
　
か

　
　
　
取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
ぺ
国
へ
電
報
で
も
掛
け
る
ん
だ
な
（
夏
目
漱
石
三
西
郎
」
明
治
四
二
年
）

　
こ

れ
に

対
し
て
「
電
報
を
打
つ
」
と
い
う
言
い
方
も
み
え
る
。

　
　
　
　
で
ん
ぽ
う

　
　
　
電
報
を
打
つ
と
仰
有
つ
た
か
ら
’
毎
日
御
便
を
待
つ
て
居
り
ま
し
た
の
に
（
尾
崎
紅
葉
「
多
情
多
恨
」
明
治
三
〇
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ぽ
う
う
た

　
　
　
直
ぐ
此
の
、
学
校
の
小
使
い
を
頼
ん
で
お
前
の
所
へ
電
報
打
し
た
ん
だ
（
小
栗
風
葉
「
青
春
」
明
治
三
八
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
よ
こ

　
　
　
お

種
は
自
分
の
留
守
へ
電
報
を
打
つ
て
寄
し
た
と
い
ふ
人
を
想
つ
て
見
た
。
（
島
崎
藤
村
r
家
」
明
治
四
四
年
）

　
　
　
「
電
報
を
打
つ
」
と
い
う
言
い
方
も
、
明
治
時
代
に
は
、
「
電
報
を
か
け
る
」
と
い
う
言
い
方
と
’
並
行
し
て
行
い
ら
れ
て
い
た
。
国
定
読

　
　
本
の
第
一
期
で
は
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ぽ
ロ

　
　
　
こ
れ
が
’
お
と
う
さ
ん
が
こ
の
電
報
を
お
か
け
に
な
っ
た
日
と
時
間
と
で
す
。
（
巻
七
5
8
ペ
ー
ジ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
ん
ぽ
コ

　
　
　
こ

こ
が
、
お
と
う
さ
ん
が
こ
の
電
報
を
お
か
け
に
な
っ
た
所
で
す
。
（
e
p
七
5
o
ぺ
　
＿
ジ
）

　
と
、
「
電
報
を
か
け
る
」
で
あ
り
、
第
二
期
読
本
で
は
、

　
　
　
こ
ち
ら
で
は
近
年
に
な
い
大
火
事
だ
か
ら
’
誰
か
す
ぐ
に
東
京
へ
電
報
を
打
つ
た
の
だ
ら
う
。
（
巻
八
4
5
ペ
ー
ジ
）

　
と
「
電
報
を
打
つ
」
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。

　
3
．
品
格
の
保
持

　
第
五
期
の
国
定
読
本
は
醇
正
国
語
と
呼
ば
れ
、
　
「
正
し
い
国
語
」
が
提
示
さ
れ
た
が
、
第
四
期
の
サ
ク

ラ
読
本
で
も
、
井
上
赴
の
「
国
定
読
本
の
編
集
」
に
よ
る
と
、
誤
っ
た
語
法
や
流
行
語
を
排
除
し
た
こ
と

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
昭
和
初
頭
以
来
、
時
代
の
自
由
主
義
の
影
響
も
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
方
言
が
東
京
に
流
れ
こ
み
、
「
と
て
も
き
れ
い
」
「
と
て
も
か
わ
い
い
」

　
　
と
い
っ
た
「
と
て
も
」
の
誤
っ
た
使
い
方
が
ま
ず
女
性
語
に
流
れ
こ
み
、
ま
た
、
女
性
の
こ
と
ば
に
「
わ
」
　
r
よ
」
が
ほ
と
ん
ど
語
の
末

　
　
に

つ
き
も
の
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
辻
司
郎
氏
一
流
の
こ
っ
け
い
を
め
ざ
し
た
「
あ
る
で
す
」
「
い
い
で
す
」
が
、
最
初
こ
そ
お
か

　
　
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
後
に
は
次
第
に
一
般
化
す
る
よ
う
に
な
り
、
「
あ
る
の
で
す
」
「
い
い
ん
で
す
」
な
ど
の
’
r
の
」
「
ん
」
が
、
い
つ

－
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6
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の

ま
に
か
一
般
か
ら
ド
ロ
ッ
プ
し
そ
う
な
傾
向
に
な
り
ま
し
た
。
童
謡
で
は
「
て
い
る
」
が
、
、
常
に
「
て
る
」
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は

五
七
調
の
五
の
句
に
調
法
で
す
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
童
謡
に
は
一
般
的
に
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
サ
ク
ラ
読
本
で
は
以
上
の
よ
う

な
誤
っ
た
語
法
や
、
流
行
伝
染
的
な
女
性
語
を
一
切
受
け
つ
け
な
い
で
通
し
ま
し
た
。
た
だ
一
ヵ
所
だ
け
、
お
か
あ
さ
ん
の
こ
と
ば
と

し
て
、
「
ま
あ
、
き
れ
い
で
す
こ
と
」
と
い
う
の
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
’
指
導
す
る
先
生
が
、
語
法
的
指
導
計
画
を
立
て

て
’
こ
の
本
を
取
扱
わ
れ
れ
ぱ
、
り
っ
ぱ
に
語
法
指
導
の
教
材
と
し
て
、
役
立
つ
こ
と
が
期
し
て
あ
り
ま
す
。

　

4
．
新
造
語
は
あ
る
か

　
模
範
語
と
し
て
示
さ
れ
た
イ
エ
ス
シ
読
本
の
用
語
の
親
族
名
称
の
体
系
は
明
治
二
〇
年
の
『
尋
常
小
学

校
読
本
』
　
（
文
部
省
編
輯
局
）
や
明
治
三
三
年
の
『
国
語
読
本
』
．
（
坪
内
雄
蔵
）
と
比
較
し
て
み
る
と
、

新
し
い
体
系
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
今
日
の
共
通
語
の
体
系
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
国

定
読
本
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る
語
が
幾
つ
か
存
在
す
る
け
れ
ど
も
、
実
際
は
編
纂
趣
旨

書
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
児
童
ノ
日
常
使
用
ス
ル
言
語
ノ
中
ヨ
リ
用
語
ヲ
取
リ
」
新
語
を
造
語
し
た

と
い
う
も
の
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

親族名称

賢額妹弟姉兄母父

叔叔い弟姉あはと
母父も　　さにはと
　　と　　んさささ
　　　　　　んまま

麓署

鱗
ばちをを妹おあ兄母とS　∫ばち　　とねサさと

坪国明
内語治
雄読三
蔵本三

イ 年

サ

マ

おおをを妹弟ネニオオ 文尋明
ばちばち　　　エイカ　ト 部常治
あいささ　　　ササアウ 省小三
ささんん　　　ンンササ 学七
んん　　　　　　　　　ンン 読年

本

　
例
え
ば
、
オ
ト
ウ
サ
ン
、
オ
カ
ア
サ
ン
に
し
て
も
、
オ
ト
ウ
サ
ン
は

　
　
セ
デ
ー
や
、
お
と
う
さ
ん
が
入
ら
し
ツ
た
ら
、
矢
張
り
さ
う
さ
せ
度
い
と
思
召
す
だ
ら
う
と
、
わ
た
し
は
思
ふ
の
だ
よ
。

　
　
松
賎
子
訳
「

小
公
子
」
明
治
二
三
～
二
五
年
発
表
）

　
　
此
間
ま
で
前
髪
つ
け
て
居
た
庄
が
既
三
十
近
く
な
つ
て
避
縮
お
蛸
さ
ん
ぢ
や
（
幸
田
露
伴
「
い
さ
な
と
り
」
明
治
二
四
）

　
嘩
縦
は
娠
榛
に
な
つ
て
御
仕
舞
な
さ
る
、
家
屋
敷
は
人
の
鶴
に
な
る
’
⌒
徳
富
颪
花
「
思
出
の
記
」
明
治
三
三
）

の

よ
う
な
例
が
国
定
読
本
よ
り
前
に
見
え
、
オ
カ
ア
サ
ン
に
つ
い
て
も
、

　
　先
日
は
誠
に
…
…
お
磁
さ
ん
の
鶴
蕎
は
姫
倍
で
す
。
（
竹
柏
園
r
史
　
r
胸
の
お
も
ひ
」
明
治
二
二
年
）

　
　
そ
ん
な
事
お
っ
僻
っ
て
も
お
ぽ
徽
か
ら
聞
て
居
ま
す
。
⌒
堺
枯
川
「
蝶
く
ら
べ
」
明
治
二
六
）

　
　
お
醗
さ
ん
が
来
た
ら
ど
ん
な
に
泣
く
だ
ら
う
。
⌒
国
木
田
独
歩
「
死
J
明
治
三
一
）

の

よ
う
な
例
が
見
え
る
。

⌒若

　
5
．
国
語
の
統
一

　
　
r
学
制
八
十
年
史
」
　
（
文
部
省
）
の
教
育
統
計
第
一
表
に
よ
る
と
小
学
校
の
就
学
率
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
三
〇
年
代
で
、
明
治
三
一
年
の
六
八
・
九
l
％
か
ら
一
二
五
年
の
九
l
．
五
七
％
へ
の

増
加
は
特
に
著
し
い
o
そ
し
て
、
明
治
四
五
年
に
は
九
八
・
二
三
％
に
達
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明
治
三
七

年
か
ら
の
国
定
教
科
書
が
与
え
る
で
あ
ろ
う
影
響
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

－
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女

“

率
学
就

男

・。
9
器
5
。
諺
霞
藷
8
。
9
9
孤
。
。
胃
藷
筏
鵠
。
・
訂
髭
器
即
5
・
膓
鵠
符
8
6
8
3
別
8
・
藷
曇
量
霞
霞
器
覧
究
礼
藷
孤
覧
霞
藷
設
器
藷

均
平

翌
髭
翼
爵
ぷ
塁
燗
§
認
烈
溺
駕
曇
爵
翼
顯
§
袈
釜
茄
3
8
⑮
“
盤
裟
印
5
。
2
“
翌
砺
5
。
駈
器
敬
馴
6
6
6
8
召
8
8
瓢
9
3
器
欝
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
8
8
8
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
∨
O
V
O
ザ
0
’
0
“

度
年

　
　
　
付

　
　
　
－
．
S
．
R
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
C
o
1
1
o
q
u
i
a
1

〈
l
人
称
V

ω

§
§
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
コ
）

　
　
　
　1
　
”
’
…
S
h
i
n
　
（
粟
）

②
　
t
h
e
　
T
a
i
k
u
n
，
　
o
r
　
a
n
y
　
n
o
b
l
e
i
n
a
n
　
o
f
　
h
i
g
h
　
r
a
n
k

　
　
　
　

－
－
－
，
a
s
u
p
e
r
i
o
r
　
．
・
…
・
．
≦
、
a
t
a
k
’
s
h
i

　
　
　
　．
a
　
f
r
i
e
n
d
　
・
－
：
・
S
e
s
s
h
’
a
　
（
r
l
一
Z
’
）

　
　
　
　－
　
i
n
f
e
r
i
o
r
s
　
・
．
．
．
・
・
Y
o
　
（
s
t
　
o
r
i
r
’
）

③
　
o
m
c
e
r
s
　
o
f
　
g
o
v
e
r
n
m
c
n
t

　
　
　
　↓
a
　
s
u
p
e
r
i
o
r
　
．
”
…
W
a
t
a
k
’
s
h
i

　
　
　
　

－
－
．
　
a
　
f
r
i
e
n
d
　
．
－
・
．
・
S
e
切
ω
h
’
a

：
．
　
t
h
e
　
s
e
r
v
a
n
t
s
　
o
f
a
d
a
i
m
i
o

　
　
　
　－
　
t
h
e
i
r
　
l
i
e
g
q
e
　
l
o
a
d
　
．
：
…
W
a
t
a
k
’
s
h
i

⑤
　
p
e
r
s
o
n
s
　
o
f
　
i
n
f
e
r
i
o
r
　
s
t
a
t
i
o
n

　
　
　
　．
　
t
h
o
s
c
　
u
n
d
e
r
　
t
h
e
m
　
．
・
．
・
．
・
W
a
s
h
i

㈲
　
t
h
e
　
c
o
m
m
o
n
　
p
e
o
p
l
e

　
　
　
　l
　
　
　
：
・
：
之
e
胆
切
江
，
O
r
e

2
．

ゆ
れ
の
統
1
2
（
標
準
の
変
更
）

　
〔イ
エ
ス
シ
読
本
）

　
ウ
　
”
t
バ
タ
（
海
端
）

　
ゼ

ニ

⌒銭
）

　

と
も
す
（
点
）

　
タ
ッ
ト
プ
⌒
尊
）

　
よ
ほ
ど
⌒
余
程
）

　
リ
ョ
ー
カ
バ
⌒
両
側
）

漢
字
の
字
体
で
も
「
鬼
宏
」

Japa
nese
　
1
8
6
3

　
　
　
〈
二
人
称
〉

　
　
　
ハ

　
　
　
＝
1
’
　
e
ヨ
p
e
r
o
r

　
　
　
　
　
　
　
l
↓
ゴ
i
s
　
a
P
t
e
’
n
d
a
n
t
s
　
v
・
…
N
a
n
j
i

　
　

②
　
t
h
e
c
o
u
r
t
i
e
r
s

　
　
　
　
　
　
　－
e
ヨ
p
e
r
o
r
　
．
．
．
．
．
．
S
h
i
n

　
　

③
　
t
h
e
T
a
i
k
u
n

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
マ
こ

　
　
　
　
　
　ー
　
h
i
g
q
h
　
d
a
i
m
o
s
　
s
u
c
h
　
a
s
　
S
a
n
k
i
o
　
…
…
K
i
k
o
o
⌒
鴇

　
　
　
　
　
　
－
－
．
　
m
o
s
t
o
f
　
t
h
°
p
r
i
n
c
e
s
　
…
…
⑩
o
n
°
玲
雛

　
　
：
．
　
t
h
e
　
s
e
r
v
a
n
t
s
　
o
f
　
a
　
d
a
i
ヨ
i
o

　
　
　
　
　
　－
　
t
h
e
i
こ
i
e
g
e
　
l
o
a
d
　
…
…
K
i
m
i
，
　
G
o
z
e
n
，
　
T
o
n
o
s
a
n

　
　
　
　
　
　
．
a
　
s
u
p
e
r
i
o
r
　
・
．
．
．
”
A
n
a
t
a

　
　
　
　
　
　．
　
a
　
f
r
i
e
n
d
　
　
…
・
：
〉
コ
ロ
訂

　
　
：
．
　
D
a
i
m
i
o
’
s
r
e
t
a
i
n
e
r
s
　
a
n
d
　
o
ヨ
c
e
r
s
　
o
f
　
G
o
v
e
r
n
m
e
n
t
　
（
y
a
k
u
n
i
i

　
　
　
　
　
　
－
’
．
　
t
h
o
s
e
　
o
f
．
　
t
h
e
i
r
　
o
w
n
　
c
l
a
s
s
　
　
…
…
＞
g
ロ

　
　
　
　
　
　－
　
a
n
　
・
i
n
f
e
r
i
o
r
　
　
…
…
↓
e
m
a
i
　
（
T
e
m
a
e
）

　
　
：
．
　
t
h
e
　
c
o
m
m
o
n
　
p
e
o
p
l
e

　
　
　
　
　
　
－
－
－
．
　
e
a
c
h
9
7
ω
「
　
　
：
・
・
’
・
O
m
a
e

イ
エ
ス
シ
読
本
か
ら
ハ
多
コ
読
本
に
な
る
と
、
そ
の
用
語
が
、
同
藷
で
あ
り
な
が
ら
変
わ
・
て
い
る
も
の
が
あ
る
・
例
え
ば
・

が

　（

ハ
タ
タ
コ
読
本
〕

lN
ltt
べ

⌒海
辺
）

　
お
あ
し

ト
ボ
ス

た
ふ
と
ぶ

よ
つ
ぼ
ど

両
が
は

r
大
阪
」
へ
と
変
更
さ
れ
た
。－
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